がん　　～　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(いにしえ),古)からEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(みらい),未来)へ　～
内藤記念くすり博物館・企画展　2014.04.23〜2015.03.31
　高齢化社会を迎えて、２人に１人は「がん」に罹患する時代とされている。
　古の時代から「がん」は多くの命を奪った病で、古くはエジプトのパピルスにも治療を試みた記録があり、江戸時代には日本人による世界初の「全身麻酔によるがん摘出手術」も行われている。
　本展では、過去から現代までの「がん」との闘いの歴史、現代の治療については「がん」の原因や検査、個別の「がん」の特徴、クスリの作用機序（仕組み）や各種治療法などについて様々な角度から解説されて紹介されている。
　また、併せてクスリについての知識や情報を得るとともに、「がん」を避ける健康管理についての参考情報の展示であるため大いに参考になる催しである。
＜展示の構成＞は、がん治療とクスリの日本史・世界史、個別のがんと診断技術や各種抗がん剤とその作用の仕組みや今後の治療方法などからなる。
＜主な展示資料＞は、乳がん手術を行った「華岡青洲」の肖像画、手術道具や手術図などがありまことに興味深い。
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